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りん酸トリフェニル（CAS no. 115-86-6） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

りん酸トリフェニルの内分泌かく乱作用に関連する報告として、疫学的調査の報告において、ば

く露歴と血中ホルモン濃度及び精液中精子濃度とに関連性が認められた。 

 

(１)疫学的調査 

 Meeker と Stapleton(2010)によって、りん酸トリフェニルについて、米国 Massachusetts 州にて

2002年から 2007年にかけて不妊のためMassachusetts General Hospitalを訪れた男性(18～54歳) 

50 名への影響が検討されている。その結果として、ハウスダスト中りん酸トリフェニル濃度(検

出率 98%、幾何平均濃度 7,400ng/g dust)の四分位間比較(25パーセンタイル値 3,100ng/g dust、

50 パーセンタイル値 5,470ng/g dust、75パーセンタイル値 9,830ng/g dust、100パーセンタイル

値 1,798,100ng/g dust)において、血清中プロラクチン濃度の高値傾向、精液中精子濃度の低値傾

向が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 
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（平成 23年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 2-2より抜粋） 

 

示唆された作用 
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